
  

    

             

 
 

  

   

採 

気 
 

一
、
気
は
物
質
で
す
。
気
は
身
体
の
本
で
す
。
精

血
津
液
の
化
生
は
す
べ
て
気
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。 

血
の
流
れ
、
津
液
の
分
配
は
気
が
あ
っ
て
こ
そ
出

来
る
こ
と
で
す
。 

 

二
、
元
気
は
先
天
の
も
の

で
す
。
両
親
か
ら
の
遺
伝

で
先
天
の
気
を
受
け
継
ぎ

ま
す
。
そ
の
上
で
後
天
の

栄
養
が
必
要
で
す
。
生
命

不
息
、
新
陳
代
謝
不
止
、

呼
吸
し
続
け
る
本
で
す
。 

 
三
、
病
気
の
時
は
気
虚
不

続
、
気
機
不
暢
、
内
臓
機

能
低
下
、
精
血
健
康
旺
盛

不
能
、
経
絡
受
阻
、
陰
陽

失
衡
。 

 

四
、
医
者
に
求
め
る
こ
と

は
病
因
究
明
、
肌
体
健
康
快
復
で
す
。
気
功
は
そ

れ
が
可
能
で
す
。
調
気
安
神
、
神
静
気
和
の
環
境

で
気
血
の
運
行
が
正
常
に
な
り
ま
す
。
五
臓
六
腑

の
機
能
活
動
を
促
進
し
ま
す
。
病
気
が
な
く
な
り

ま
す
。 

 

五
、
採
気
は
自
然
の
良
い
気
を
採
る
こ
と
で
全
身

機
能
の
調
節
を
促
進
し
ま
す
。
採
気
は
樹
木
の
気
、

山
水
の
気
、
宇
宙
の
気
を
採
っ
て
心
身
を
営
養
し
、

身
体
を
柔
軟
に
し
ま
す
。
練
功
の
前
に
自
身
の
感

覚
で
採
気
の
対
象
を
決
め
ま
す
。 

 

１
、
採
樹
木
の
気 

ご
自
身
は
林
の
中
に
入
り
ま
す
。 

 

身
体
の
穴(

ツ
ボ)

を
開
き
ま
す
。 

一
般
的
に
は 

百
会
、
天
目
、
膻
中
，
命
門
，

気
海
、
湧
泉
、
労
宮
の
ツ
ボ
を

開
き
ま
す
。 

 

樹
木
の
気
と
融
合
す
る
よ
う
に

交
流
し
ま
す
。 

 

２
、
採
気
の
時 

一
つ
又
は
た
く
さ
ん
の
穴(

ツ
ボ)

を
開
く
よ
う

に
意
念
を
持
ち
ま
す
。 

ま
ず
身
の
古
い
気
を
出
し
て
か
ら
樹
木
の
新
鮮

な
気
を
下
丹
田
に
引
入
し
ま
す
。 
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３
、
採
気
の
環
境 

樹
木
の
生
い
茂
る
清
浄
な
環
境
が
適
し
て
い
ま

す
。 

身
体
精
神
が
放
松(

リ
ラ
ッ
ク
ス)

し
や
す
い
場

所
を
選
び
ま
す
。 

真
気
が
経
絡
か
ら
入
る
と
下
丹
田
に
導
引
し
て
、

五
臓
六
腑
の
気
を
調
整
し
ま
す
。 

 

４
、
樹
木
に
よ
っ
て
感
覚
、
効
果
が
違
い
ま

す
。 

楠 

気
質
温
熱
、
気
感
強
烈
、
採
気
す
る
と
気
持 

ち
良
い
。
虚
弱
体
質
の
人
、
寒
症
の
人
に
良
い
。 

 

梧
桐(

あ
お
ぎ
り) 

気
質
清
涼
、
脳
を
清
醒
す
る
。 

高
血
圧
の
人
に
良
い
。 

 

松
、
柏 

気
質
温
和
柔
順
，
形
体
挺
抜
の
気
質
は 

慢
性
関
節
炎
の
人
に
良
い
。 

 

桃
、
李(

す
も
も) 

気
質
は
散
る
、
緊
張
感
の
あ 

る
人
に
良
い
。
貧
血
、
目
眩
の
人
に
は
適
さ
な
い
。 

   

六
、
採
気
は
誰
で
も
出
来
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
気
功
の
理
解
、
練
功
時
間
の
長
さ
、
功
力
の

高
さ
、
練
功
方
法
、
健
康
状
態
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。 

 

七
、
敏
感
体
質
の
人
、
真
面
目
な
人
、
嗅
覚
の
良

い
人
は
採
気
し
や
す
い
で
す
。
採
気
の
時
、
身
体

は
樹
木
の
気
の
味
が
わ
か
り
ま
す
、
出
来
る
だ
け

気
持
ち
良
い
と
感
じ
る
木
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

採
気
の
後
は
心
情
愉
快
、
気
持
ち
が
良
く
て
不
良

の
感
覚
が
な
い
こ
と
は
採
気
の
標
準
で
す
。 

 

 

練
功
中
の 

意
守
、
真
意
、
入
静  

 

一
、
意 

守 

 

意
守
と
は
、
ひ
と
つ
の
所
に
意
念
を
集
中
す
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
は
付
い
て
い
る
の
で
も
な
く
、

離
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
、
な
ん
と
な
く
そ
こ
に

あ
る
状
態
で
す
。
ど
っ
ち
つ
か
ず
と
か
煮
え
切
ら

な
い
と
か
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
状
態
を
積
極

的
に
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

二
、
真 

意  

 

真
意
と
は
、
高
度
集
中
の
練
功
意
念
の
こ
と
で
、

正
覚
と
も
い
い
ま
す
。“
心
中
無
物
、
念
頭
不
起(

心

に
は
何
も
な
く
、
雑
念
も
起
き
な
い)

の
境
界
で
す
。

心
は
浄
の
境
界
に
入
り
、
気
に
対
す
る
感
じ
だ
け

が
残
り
ま
す
。
そ
の
と
き
気
は
十
分
に
そ
の
効
力

を
発
揮
し
ま
す
。 

 

う
ま
く
正
覚
を
取
る
こ
と
は
“
採
天
心
気"

の
技

術
で
す
。
具
体
的
に
は
、
夜
１
２
時
に
北
斗
星
を

探
し
、
北
斗
の
四
つ
目
の
星
を
見
つ
け
て
、
下
丹

田
の
気
と
対
応
さ
せ
ま
す
。
下
丹
田
の
気
は
ま
た

脾
土
、
黄
婆
の
気
で
、
色
は
黄
色
で
す
。
脾
を
意

識
す
る
と
真
意
が
来
や
す
い
の
で
す
。 

 

三
、
入 

静  

 

入
静
と
は
、“
専
一
意
念
、
思
想
放
松
、
安
静"(

真

意
を
集
中
し
、
全
身
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
、
静
か
で

落
ち
着
い
た)

の
世
界
に
入
る
こ
と
で
す
。
気
持
ち

の
良
い
境
界
、
虚
無
縹
渺(

曖
昧
模
糊
と
し
て
つ
か

み
所
が
な
い)

の
気
の
世
界
で
す
。“
気
は
自
然
流

動
、
時
空
静
止
、
身
心
倶
寂
、
丹
田
火
熱
、
目
露

金
光
、
耳
後
鷲
鳴"

、
気
は
身
体
の
中
を
湧
動
し
、

時
空
は
静
止
、
身
体
は
気
の
中
に
浮
か
び
、
四
肢

関
節
は
舒
暢(

伸
び
伸
び
と
し
て
心
地
よ
い)

し
ま

す
。 



練
気
専
門
知
識 

調 
薬 

 
 

気
功
学
の
中
に
は
“
薬
”
と
い
う
人
体
の
精
、

気
、
神
に
対
し
て
の
専
門
的
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。 

 

精
は
営
血
津
液
な
ど
の
栄
養
物
質
と
生
殖
の
精

の
こ
と
で
す
。
精
神
安
定
の
基
礎
の
上
で
脾
の
吸

収
が
あ
り
、
後
に
心
、
肺
の
所
に
行
っ
て
人
体
の

健
康
を
維
持
し
ま
す
。 

 

気
は
人
体
構
成
の
精
微
物
質
で
あ
り
、
身
の
本

で
す
。 

神
は
精
神
意
識
の
す
べ
て
の
外
在
表
現
で
す
。

反
応
能
力
、
交
流
能
力
、
組
織
能
力
、
表
現
能
力
、

感
覚
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

気
功
練
功
を
通
し
て
精
、
気
、
神
は
旺
盛
の
状

態
に
入
り
ま
す
。
意
念
の
作
用
で
順
調
に
“
良
薬
”

が
生
ま
れ
ま
す
。“
良
薬
”
が
五
臓
六
腑
、
経
絡
、

百
脈
へ
行
き
ま
す
と
以
下
の
感
覚
が
出
て
き
ま
す
。 

入
醉
感
、
丹
田
緩
和
、
全
身
、
四
肢
、
手
、
指
の

麻
脹
、
柔
ら
か
、
心
身
快
楽
安
静
、
身
が
軽
く
真

直
ぐ
、
気
の
流
れ
を
感
じ
る
、
光
が
瞼
を
透
し
て

見
え
る
、
光
が
脳
ま
で
入
る
。
そ
の
時
行
わ
れ
る

撮(

気
を
撮
る)

、
扺(

舌
を
上
顎
に
つ
け
る)

、
閉(

気

を
閉
じ
る)

、
吸
の
練
気
四
法
に
よ
っ
て
気
の
レ
ベ

ル
は
大
幅
に
進
歩
し
ま
す
。 

 

宣
肺
平
喘
顆
粒 

 

 

        

 

宣
肺
平
喘
顆
粒
は
、
中
国
中
医
科
学
院
西

苑
医
院
教
授
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者 

屠 

呦
呦
の
同
級
生
、
張 

貽
芳
医
師
の
六
十
年

間
の
中
医
の
経
験
か
ら
研
究
開
発
さ
れ
た

漢
方
薬
で
す
。
気
管
支
炎
、
喘
息
、
咳
、
肺

病
に
対
し
て
特
別
の
効
果
を
持
ち
ま
す
。
臨

床
治
療
者
数
百
万
人
、
治
癒
率
九
十
八
パ
ー

セ
ン
ト
、
中
国
国
家
登
録
文
号
京
薬
制
字
Ｚ

２
０
０
６
、
３
０
２
４
号
で
す
。 

 

宣
肺
平
喘
顆
粒
は
、
中
国
医
学
の
弁
証
論

治
、
四
診
八
綱
を
理
論
の
基
礎
と
し
て
張
教

授
が
六
十
年
の
医
療
経
験
か
ら
研
究
開
発

し
た
漢
方
薬
で
す
。
麻
黄
、
石
膏
、
苦
杏
仁
、

甘
草
、
黄
連
な
ど
の
生
薬
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

効
用 

痰
飲
、
咳
嗽
、
喘
息
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
肺
膿
腫
、

肺
癌
に
絶
大
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

用
法 

一
日
二
回
、
お
湯
で
溶
か
し
て
飲
み
ま
す
。 

 

費
用  

一
日
一
袋
の
服
用
で
、
一
月
二
万
円
ほ
ど
で
す
。 

  



春
の
薬
膳 

燻 
魚(

鰆
さ
わ
ら) 

 
 

春
の
季
節
は
陽
気
始
発
の
時
で
す
。
気

温
も
回
昇
し
、
人
体
は
肝
風
、
肝
陽
も
上

昇
し
、
肝
気
保
護
、
怯
風
利
湿
、
暖
胃
和

肝
の
方
法
は
春
季
の
最
大
養
生
原
則
で
す
。 

 

【
材 

料
】 

 

骨
が
少
な
い
魚 

５
０
０
ｇ 

 
 【

作
り
方
】 

・
醤
油 

１
０
ｃ
ｃ 

 

・
紹
興
酒 

３
０
０
ｃ
ｃ 

 

・
塩 

小
さ
じ
１
杯 

 

・
生
姜 

１
０
ｇ 

調
味
料
に
魚
を
１
～
２
㎝
に
切
っ
て
、
４
～
５
時

間
漬
け
て
お
き
ま
す
。 

 

油
を
１
０
０
度
か
ら
１
５
０
度
の
高
温
に
し
て
魚

を
揚
げ
ま
す
。
す
ぐ
に
弱
火
に
し
て
き
つ
ね
色
に

な
る
ま
で
揚
げ
ま
す
。 

 

一
度
取
り
出
し
て
２
０
０
度
の
油
で
二
度
揚
げ
し

ま
す
。 

 

・
氷
砂
糖 

２
０
０
ｇ 

 

・
紹
興
酒 

２
０
０
ｃ
ｃ 

 

・
八
角 

４
つ 

 

・
生
姜 

１
０
ｇ 

 

・
長
葱 

２
本 

 

・
桂
皮 

５
ｇ 

 

こ
の
か
け
汁
の
う
ま
さ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

弱
火
で
濃
厚
に
な
る
ま
で
煮
つ
め
ま
す
。 

最
後
に
揚
げ
て
お
い
た
魚
に
か
け
て
出
来
上
が
り

で
す
。 

 

【
効
能
】 

温
中
補
虚
、
利
湿
暖
胃
、
和
肝
怯
風 

 

絶
品
料
理
を
食
べ
な
が
ら 

幸
せ
な
練
功
生
活
を 

続
け
ま
し
ょ
う
！ 

 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
先
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
で
す
。

皆
様
の
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー
タ
イ
電
話
に
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
定
期
的
に
ご
訪
問
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

于
雷
気
功
大
師
の
外
気
実
演
動
画
掲
載
中
で
す
。 

【h
ttp

:/
/
yu

re
i-

k
ik

o
u

.c
o
m

】 

   

皆
様
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
か

を
分
か
ち
合
う
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

期
間
誌｢

気｣

の
発
行
が
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み

に
、
よ
り
良
い
形
で
長
く
続
く
よ
う
に
皆
様
の
応

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

一
人
一
部
以
上
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

教
子 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 

☎
０
９
０
・
２
９
３
６
・
７
１
３
４ 

 

 


